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１．例　会………〈司会：プログラム委員会〉

　12：10　〈食　事〉

　12：28　１．チャイム

　12：30	 ２．点　鐘 ……〈副会長〉

	 ３．開会宣言

	 ４．ロータリーソング斉唱……我等の生業

	 ５．講師・ゲスト並びにビジター紹介

	 ６．副会長挨拶並びに副会長報告

	 ７．新会員挨拶……谷
や

中
なか

麻
ま

奈
な

美
み

  会員

	 ８．幹事報告

	 ９．出席報告

	 10．委員会報告

	 11．ニコニコボックス報告

	 12．次週並びに次々週のプログラムの予告

	 　（４／21）……

	 　　クラブフォーラム（社会奉仕委員会）

	 　　卓話　「秋祭りの報告」

	 　　講師　みんなの居場所「ほっとライス」

	 　　　　　　代表　竹上　富彦  様

� （紹介者　豊田　貴久  会員）

	 　（４／28）……

	 　　休　会（定款第７条第１節（d））

　13：00	 13．本日のプログラム

	 　　　新会員アワー　　　  白石　裕司  会員

	 　　　　　  〃  　　　　　  宅野　一生  会員

	 14．謝　辞

	 15．点　鐘……〈副会長〉

	 16．閉会宣言

　13：30　17．散　会

出 席

会員総数　94名　　出席免除　23名

出席義務者＋免除者の内例会出席者　86名

欠　席　11名　　出席率　87.20％

前々回（３／31）の修正出席率 100％

幹 事 報 告

１）谷中麻奈美会員が入会されましたので、会員数を

94名と訂正させて頂きます。谷中会員は会場委員会

への配属とさせて頂きます。

副 幹 事 報 告

１）４月20日㈰名古屋マリオットアソシアホテルにて、

地区研修協議会がございます。関係の会員は出席よ

ろしくお願い致します。当日 JR 刈谷駅にて寺田会

員がお待ちしております。詳細につきましては、メー

ル等にてお知らせさせて頂きます。

副会長あいさつ

佐野　眞琴

　皆様こんにちは。本年度３回目の

会長代理の挨拶となります。桜の季

節も終わり、春本番の大変過ごしや

すい季節となりました。

　一方で、先々週にはトランプ関税

が発表され、一部の関税が実際に施

行されました。当初25％の発表が、

90日間の延期にはなりましたが、それでも実際に日本か

らの輸出品には10％の追加関税が課されるようになって

います。

　この地域の経済にも大変大きな影響が出てくるものと

思われます。現時点ではまだわからないことも多いです

が、次の中間選挙・大統領選挙で変わることを想定しつ

つ、冷静かつしっかり対策を打っていくことが必要と思

います。

　さて次は明るい話題ということで、本日４月14日は、
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あまり知られておりませんが、フレンドリーの日という

ことだそうです。４月14日をよいよねと読んで、友達っ

て良いよねとの語呂合わせから、2000年に制定されたそ

うです。４月は新学期・新入学・新社会人など、新しく

スタートを切る季節。その２週間後のこの日を大切な友

人との絆を深め、友情を確認しあう日。また新たな友人

作りをする日だそうです。ぜひ皆様もお近くの会員と友

情の絆を確認頂ければと思います。

　さて、先ほども申し上げましたように、４月は新入社

員が入ってくる時期です。会員の各社の中にも、フレッ

シュな風が吹いているところもあるかと思います。そし

て毎年この時期になると、今年の新入社員はどんなタイ

プかが、マスコミで発表されます。本年2025年の新入社

員のタイプは、変化を呼び込む「新紙幣」タイプだそう

です。

　昨年７月に発行された新紙幣は、偽造防止技術やユニ

バーサルデザインなどの新技術が盛り込まれています。

これは多様性を受け入れ、最新の IT リテラシーを身に

着けている新入社員と同じだからだそうです。一方で受

け入れ側の企業もコミュニケーションや育成の方法を変

えていくことが求められ、この点が企業の組織に変革を

呼び込むのではということで、新紙幣タイプと決められ

たようです。

　このタイプの名称つけ方は、世相を反映していること

が多いようですが、ちなみに昨年は NISA 型、一昨年

は AI チャットポット型でした。私の時、1981年と随分

前ですが、漢方薬型で、すぐに効かない、つまりすぐに

は使えないと散々言われたものでした。

　いずれにしても、今年入社された皆さんが、諸先輩の

ご指導で、立派に成長されることを祈ってやみません。

　本日は以上です。

新 会 員 紹 介

氏　　名　谷
や

中
なか

麻
ま

奈
な

美
み

生年月日　昭和45年４月７日

推  薦  者　加藤　英樹  会員

職業分類　電力供給

事業所名　中部電力パワーグリッド株式会社

役  職  名　刈谷営業所長

所属委員会　会場委員会

新 会 員 ア ワ ー

白石　裕司

　昨年６月に伝統と格式のある刈谷

ロータリークラブ入会させて頂きま

した、トヨタ車体の白石です。

　新会員アワーのお時間を頂きまし

たので、私の勤めるトヨタ車体につ

いてご紹介させて頂きます。

　トヨタ車体株式会社は、1945年８

月31日にトヨタ自動車工業から分離独立し、トラックボ

ディ専門のトヨタ車体工業株式会社として発足しました。

その後、1953年に現在の商号に変更されました。

　トヨタ車体は、この刈谷市に富士松本社工場と刈谷工

場があり、豊田市に吉原工場、三重県にいなべ工場があ

ります。現在はミニバン、商用車、SUV、マイクロバ

スなどの企画、開発、生産を手掛ける完成車両メーカー

として成長してきました。2012年１月にはトヨタ自動車

の完全子会社となり、トヨタグループの一員として活動

しています。

　トヨタ車体は、福祉車両（ウェルキャブ）や特装車、

超小型電気自動車（EV）、燃料電池自動車「MIRAI」

向け燃料電池スタック部品の開発、生産も手掛けていま

す。特に、刈谷工場で生産している超小型 EV「コムス」

はセブン・イレブンやヤクルトの配達業務に多く使われ

ておりますが、トヨタ車体独自ブランドとして展開され

ています。

　同社は、国内外に多くの拠点を持ち、アメリカ合衆国、

インドネシア、タイ、マレーシアなどに子会社を設立し、

グローバルな展開を進めています。また、この１月に卓

話でお話させて頂きましたが、ダカールラリーにも参戦

し、チーム・ランドクルーザー・トヨタ・オートボデー

（TLC）として活躍しています。

　最後にトヨタ車体の歴代社長には、豊田喜一郎（初代）、

豊田平吉といった豊田家出身の方々が名を連ねておりま

すが、今年でトヨタ車体は創立80周年を迎えます。これ

からも、トヨタ車体はトヨタグループの中核完成車両

メーカーとして、ミニバン、商用車、SUV、福祉車両

などの製品企画・開発・完成車両生産に取り組んでまい

ります。

新 会 員 ア ワ ー

宅野　一生

　昨年12月に入会致しました東陽の

宅野です。本日は新会員アワーのお

時間を頂戴し有難うございます。

　私は1962年９月28日に北九州市で

生まれ、愛知県知多市に在住50年。

趣味はジョギングやスポーツ観戦な

どです。

　東陽での業務歴は機械工具の営業として刈谷本社で９

年、米国子会社で５年、その後貿易部で輸出業務を11年
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担当し、内部監査室を経て現在は監査役をしております。

　会社は主に自動車部品製造業のお客様にルート営業を

行い定期定時訪問に取り組んでいます。取扱商品は生産

工場で必要とされる様々な工具類、工作機械、FA 機器、

産業用ロボット等、ものづくりに必要不可欠なあらゆる

ものを取り扱っています。まさにこの地域の自動車産業

の発展と共に成長させて頂き、多くのお客様に育まれて

きた会社です。

　次に地元や自身の紹介をします。

　①知多市の観光名所：佐布里緑と花のふれあい公園は

県内一を誇る梅の名所として知られている佐布里池周辺

の梅林。梅まつりが開催される２月中旬からは25種類約

6,000本の梅の木が色とりどりの花を咲かせ、あたり一

面が華やぎ、池のほとりに広がる自然や景観を楽しむこ

とができます。ぜひ来シーズンには花見に来て頂ければ

幸いです。

　②中日ドラゴンズ：ファン歴50年以上になりますが今

シーズンも早々に暗雲が立ち込めています。今後巻き返

して内藤会長と明るい展望を談義できればと思います。

　③マラソン：ジョギングが高じてぎふ清流ハーフマラ

ソンに毎年挑んでおり、今年も４月27日に出走します。

最近は体力の衰えとともに成績は下降の一途ですがこれ

からも年齢に負けずに、できれば生涯継続していきたい

です。

　④生き方：ここ数年会社内で働き盛りの方たちが急逝

することが続き人生の儚さを感じています。40代50代で

は思うことすらありませんでしたが、自身も60代にな

り残りの人生をどのように有効に大切に過ごすべきか、

しっかり考えていきたいと思うこの頃です。

　本日はありがとうございました。


